




Investigation of High Pressure Gas Target 
Laser Plasma， 1 (Absorption Mechanism) 





















































光紬方向を基準として 0"，30'， 60"， 90"， 12D"， 210'，270" ， 







































































'^-fbh ng(JZ4)9出=on. (2) 
乙乙でνはレーザ周波数 hはプランク定数， α9はア
2ー65
ノレゴンにおける光子数9に対する電離確率で約 3x 10 
である.第(2)式から気体圧力をPとして







等 =νi(t)neー DV2ne (4) 
O高気圧の場合





マザ2 三 ι 
乙乙で fはyの関数，A はスポット径を r。として A~
ro/π で与えられる.乙れより第(4)式及び第(5 )式を
球座標で解くと次式となる.
no A山けL_{'(.， /.' _D i i!" (6) 
ne (リ)= -r 、同j。い(y)-A~ () d 
乙ζで， n。は t=0 における電子密度である.第(6 )式
を0豆r三五r。で積分して焦点体積に存在する電子数Ne
(t)を求めると次式となる.






川 t)~ヰ旦L (9) 














α8 '" 5.6XI0-9 n. T;-f









N.(t) = dngV =仇oA8 仰~;b的)む帥
となり，第(10)式から
~ ^司、.2'1
















K.n = 1.:.卑生~ cm-









Kni=_l生三e6Z2 KTe h exnL I11L hν d 













LlE rv K.n • x(w)・E M 
となる.第(18)式，第(19)式より吸収の割合可は
dE . _ AA • AA ( _ ，_ . '1 
押==-i X 100=100 L 1一位以-K.n• x(w) J 帥'
となり， K.n.x(W)く 1のときは


















24 山田 誇・鈴木 潮・名手rl ~百彦
離すなわちプラスー?の大きさ zは
x =立五(去-1) M 
で与えられる.乙 ζでαはレ ザ光の入射角の%である.
また破壊時間 Tb のレーザパワー依存性は第(13)式より











対象とする RadiationSUPP:Jrted Shock Wav巴と見な
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PRESSURE (atm ) 
a 30 ~ 5 
o 20 ~ 3 











































time ∞ p'， 
であり， xは膨張機構がRadiationSopjXlrt巴dShock~ 
Wav巴の場合第(22)式より zαP-1， Breakdown Wave 
の場合第(21)式より xocp告であるから







す'S:n豆 -Eoc pn， 
あるいは，
Ken • x 
















































ch， Raizer によれば破壊のしきい値 Whの圧力依存性は
Wh ∞ p-l 
によって与えられている.第9図は乙の関係をよく満た
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実験条件，気体圧力 1-70atm，レーザパワー 0.7-40M 
Wでは破壊機構はカスケード過程が支配的であるととが
7. 
